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 はじめに
文部科学省の「学術フロンティア推進拠点」として，全国の私立大学から本学（北海道浅井
学園大学）が選定されたのは，平成９年のことでした。その中心となる研究施設として「浅井
学園北方圏学術情報センター」PORTO（札幌市中央区南１条西２２丁目）に建設され，学術フ
ロンティア研究として，大学あげての研究が始まった。
PORTOでは，「QOL（生活の質の向上）」に欠かすことのできない「北方圏における地域福
祉・生活文化の向上」を目的に，衣・食・住といった，生活環境や地域福祉，心身の健康，生
涯学習としての芸術など，様々な分野について，総合的かつ学際的な視点から研究が始まった。
なお，愛称の PORTOは，ラテン語の portus港及び porto運ぶの意味で使われた。
こうして始まった研究体制から，QOLの研究の内容の一つが「生涯学習」とし，その領域
も「音楽教育研究」とし，具体的には歌手や音楽家を目指す「国際音楽祭」（含外国人演奏家
の招聘）の開催をしたり，あるいは「音楽指導者の養成」や，音楽教育で「地域での連携」等
幅広い在り方等の研究が行われて来ていた。
そして，その研究の中でも，イタリア出身の世界の１００人に選ばれていた大テノール歌手
「ジュリヤード・チャンネッラ」氏を講師に招いて行った「中堅指導者養成講習会」は，その
養成の成果は，それから１０年後の現在では，時代を代表するような音楽家（歌手・ソリスト
等）として，国内の一流音楽ホールはもちろん，世界にまで羽ばたき，大活躍していることが
示しているのである。一方，日常の研究も地道に深められ，継続されて，研究テーマの一つで
ある「大学と地域の連携」の内容も継続されて来ていた。 田研究室では，平成２４年度から，
この「大学と地域の連携」で継続研究が進められており，研究紀要１４号に掲載されたように，
その研究の内容・方向はそのまま引き継がれ，今日の本学研究に流れて来ている。また，この
研究は，内容の中心的な研究主題のカルチャーナイトとは，「地域にある文化施設等を有効利
用して，文化活動を展開していく」ことを指している。
そして「ポルト」を中心的な会場として「北方圏アートプロジェクト美術展」と「カル
チャーナイトコンサート」が開催され，これが，本学における最初の「カルチャーナイト」の
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取り組みであった。
カルチャーナイトとは，古くから北欧では，小さな村々で「１年で最も陽ざしの短い日」に，
太陽を惜しむかのように，また１年で最も長い夜を「心豊かに生きるために」，親族・近隣・
友人・知人等が相集い，語り会ったり，歌ったり，民話や伝説等を語り繋いで行くというよう
な「集い」が行われていた。これが「カルチャーナイト」の源点である。
カルチャーナイトは，北欧の小さな寒村から自然発生的に生まれ始まった集いで，そこには
「ニッセ」という，子どもの神様もあり，人々の心の豊かさが育まれて来たのである。
本研究論文は「カルチャーナイトのコンサート」の分野を中心に，研究を進めるものとした。
その第３回目（２００５年）及び第１４回目（２０１４年）の歩みを概観してその文化的な意義の考察を
試みた。
 北海道のカルチャーナイト
１．カルチャーナイトとの出会い
北海道での取り組は，１９９７年，北海道生産性本部主催の「女性によるデンマーク交流調査」
に参加した人々が，コペンハーゲンカルチャーナイトに出会ったのがきっかけである。
夜遅く，真っ暗な街の中を大勢の人たちが歩きまわっている光景を見て「夜のイベント」
「子供の参加」というところに強いインパクトを受け，この催しを始める刺激となり，きっか
けとなった。
それで２００３年からはじまったカルチャーナイトではあったが，本学が最初にこの事業に参加
したのは２００５年「第３回カルチャーナイト」からであった。この頃は，大学では「浅井学園大
学北方圏学術情報センター」を中心に，学園あげて「北方圏における生活の QOL」を研究主
題に研究体制を確立して学術研究に励んでいた時代であった。
そこで当時の「生涯学習システム学部」は，そのような研究体制の中で教育研究・実践活動
が進められていた。
２．カルチャーナイトの歩み
こうして始まった「カルチャーナイト」だが本年度までまだ十数年しか経えておらず，歴史
にしては，あまりに短か過ぎる感はあるが，この間，多くの市民の参加や協力を得て，ゆっく
りと，着実に歩みを進めて来ている。参加施設では当初２０団体で出発したが，今日は１００団体
を越え，５倍になり，参加人数も全体が２万人～３万人近くまで成長し，定着して来ている。
そして，団体数も参加人数も，今後ますます増加することが予想され，カルチャーナイトが一
層地域に浸透し，「聖バレンタインデー」「ハローウイン」「クリスマス」等のような，或いは
北海道の風物詩・習慣や風習等のように，更に発展して行くものと予想され，本学が取り上げ
た本研究の前半は第３回のカルチャーナイト（２００３年）時代の経過を概観し，その後に本年の
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カルチャーナイト２０１４の比較検討状況を論述したい。
３．浅井学園大学時代のカルチャーナイト第３回（２００５年）
－平成１３年カルチャーナイトコンサート〔音楽〕の全体構成－
第１部 生涯教育としての演奏活動
（１）歌う喜びと癒し～北広島少年少女合唱団（bella rosa coro） 指揮 岡元眞理子
＜プログラム＞
 グリーン グリーン…………………………………スパークス作曲
 村のかじ屋…………………………………………………文部省唱歌
 赤とんぼ………………………………北原白秋作詞 山田耕筰作曲
 マイフエアレディー「踊り明かそう」……バーンシュタイン作曲
 美しき青きドナウ…………………………ヨハンシュトラウス作曲
北広島少年少女合唱団の子どもたちの活発な美しい歌声がポルトホール一杯に響いた。
さすがあの「ウィーン少年合唱団」と合宿練習していた団体だけに，「天使の声」と評
されるほどの素敵な調べであり，「青きドナウ」は，世界的な大曲であるが，芸術的で
立派な演奏には聴衆は感動的な拍手を贈っていた。
～北広島少年少女合唱団の演奏～
（２）秋の歌………………………………………………浅井学園大学合唱団
浅井学園大学と韓国「培花女子大学」姉妹提携２０周年の祝賀記念演奏会にも出演した
合唱団で，堂々と素晴らしい混声合唱を聴かせてくれていた。日頃から岡元教授の直接
に助言指導を受けている団体だけに，そのハーモニーづくりは見事で，素晴らしい演奏
であった。
（３）情熱のオペラアリア集：出演 浅井学園大学生による独唱会～ 指導 岡元 眞理
子教授
１０３
 オペラ「つばめ」から ドレッタノの夢
 オペラ「イル・トレバトーレ」から炎は燃えて
 オペラ「ランメルムールのルシア」狂乱の場
 オペラ「ラ・バリー」からさようならふるさとの家よ
声楽専攻の学生が中心のステージで，得意のレパートリーの演奏であり，それぞれの
個性あふれた楽しいステージであった。特に，曲の表情が豊かな演奏には，心打たれる
ものが多くあった。
第２部 ユーホニュームアンサンブル 指導・助言 千葉 圭説 准教授
～MUSIC CHIMNEYS
演奏 本吉 麻奈未 阿部 進 中野 祐一 木村 大輔
 星条旗よ永遠なれ…………………………………………スーザ作曲
 ４つのシャンソンより １，２，３…………レイ デムセイ作曲
 となりのトトロ…………………………………………久石 譲作曲
 アメリカンチューバパトロール……………………ミーチャム作曲
 A naitinng１re s
	 Annkinngu sannkinngu aerkeieiy squere sherwinn

 ４２nd stret………………………………………………herry warenn
ユーフォニアム・テューバによる低音アンサンブルの演奏であった。それぞれの楽器
が，その特性を良く生かした，素晴らしい演奏であった。特にスーザーやミーチャムの
行進曲的な演奏に魅力を感じた良い演奏であった。また，アメリカの吹奏楽の今日的な
傾向についても，良くその雰囲気を味わわせてくれた演奏であった。
～ユーフォニアム等低音金管４重奏～
第３部 音楽サロン～我が人生を語る～ 缶コーヒを飲みながら ２０：００～２１：００
お話しとアコーディオン 村井 俊博 教授
 田：生涯学習の具体的展開（２）１０４
ピアノ 浅井学園大学芸術メディア学科 伊東 倫子
（１）カルチャーナイトコンサート～北海道を謳う
 札幌の歌「時計台の鐘」…………………………高階哲夫作詞・曲
 北海道を舞台に「この道」…………北原白秋作詞 山田耕筰作曲
 札幌で生まれた童謡「赤い靴」……野口雨情作詞 本居長世作曲
演奏に先立って『札幌で生まれた歌と楽譜』として，楽譜集を発刊し，コンサート会場で配
布された。聴衆は譜面を見ながらの観賞で，一段と音楽を理解し感動が深められた。
「時計台の鐘」は，このコンサートのオープニングに最もふさわしい曲であったし，「この
道」も札幌のイメージする曲として長く歌われて来た曲であり，心の中から歌われていた。ま
た，札幌で生まれた歌「赤い靴」は，曲の背景にある悲話をたどり，歌う中で，この曲に対す
る愛着が深まった。
これらの３曲は，まさに日本歌曲の名曲中の名曲であり，これからも更に歌いつがれていく
ことであろう。こういう歌い継がれて行くことが「文化の伝承」にがるのであり，カルチャ
ーナイトのねらいの一つである「つなぐ」という，ねらいと一致するものである。
（２）村井 俊博 作曲作品コンサート
 美しき夢にあふれ……………………………村井 俊博 作詞・作曲
～集うわれら楽しき…………若者の歌。
この曲は集い来る若者たちが，「研修を高め友情を深める」中から生まれた曲であ
る。２番は別れの集いで歌った詞で，しみじみとした情景が目に浮かんで来る歌であ
る。
 人世ゲーム……………………………………長谷川 勝人 作詞 村井 俊博 作曲
…………～わが人生の応援歌。
欲が無いのか どうなのか………あああ………。と歌われているこの曲は，障害を
持つ生徒から絶大な声援を受けていた一曲であった。内容が障害を持つ生徒の体験を
基とした，感動的な歌で，手話の団体でも取り上げて，歌われていた。
 湖と少女………………………………………落合 恵子 作詞 村井 俊博 作曲
～姫沼の想い出…………美しい湖畔。
この歌は，利尻富士町少年少女合唱団のレパートリーとして知られている曲である
が，姫沼の幻想的な曲想に合った作品であり，日頃から子供たちに愛唱されていた。
 水 連（女声３部合唱曲）…………………村井 俊博 作曲
～水連の花にことよせ…………
この曲は，女声三部合唱曲として作曲されたオリジナルな曲で，女声の澄んだ美し
い響きを大切にした曲である。道内の高校・大学・一般合唱団ステージで愛唱された。
 花をありがとうを……………………………村井 俊博 作詞・作曲
～きれいな花を ありがとう…………
１０５
いろいろな感謝の気落ちを表す時に，花を贈ったり，飾ったりしているが，そうし
たセレモニーの場面で歌える歌として作曲された。特に最初は心をこめた歌い方をし
「そんな思いで・・・から最後まで」感謝の気持ちを込めて，明るく歌いたい曲であ
る。
	 今 君に捧ぐ…………………………………村井 俊博 作詞・作曲
～美しいこの想い込めて…………
コンサートのフィナーレに，アンコールとして作曲されたものである。多くの聴衆
は聴きながら瞑想にふけったり，目をつむったりして感動的に鑑賞していた。
これらの曲は，作曲者からの直接に解説され，いっそう曲の理解や味わいが深まり，一層感
動深いコンサートとなった。
なお，これらの曲は，当日はバリトン独唱・アコーディオン助奏と，伊東倫子のピアノ伴奏
で演奏され，多くの拍手を受けていた。運営上，夜のコンサートとなってしまって，２２時の閉
会時間ぎりぎりまでかかってしまい，聴いている聴衆に無理がかかってしまったのではないか
と，反省させられた。しかし，聴衆は時間の経つのを気にしないで，静かに聴いていてくれて
いた。また，演奏が終わってもアンコールがあったが，時間の関係で無理やり終了させてし
まったのが残念であった。
カルチャーナイトコンサート
～音楽サロン～缶コーヒを飲みながら
 カルチャーナイト２０１４年の展開
２０１３年の第３回カルチャーナイトに参加してから既に１０年余以上が経過し，その１０年間の積
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み上げや拡充・変化と共に，カルチャーナイトを取り巻く環境や個々の参加団体等の内容も大
きく変化・発展して来ている。そこで今年度「２０１４年現在のカルチャーナイト」の状況を概観
し，その，具体的な推進や展開について考察したい。
１．日 時 ２０１４年７月１８日（金）１７：３０～２２：００
２．主 催 カルチャーナイト北海道実行委員会 委員長 山本 強
３．運 営 認定 NPO法人カルチャーナイト北海道
４．会 場 札幌市全域
５．目 的 公共施設や文化施設，民間を夜間開放し文化活動の発信を通じ市民の地域文化へ
の関心を高め，新しい地域文化創造と発展に寄与する事。（市民と企業と行政が
協働して創る地域文化活動である。）
６．カルチャーナイトの参加形態は次の３つから成っている。
「参加施設」 １０３施設
「企画参加団体」 ２１団体
「協賛参加団体」 ６団体
「参加人数」 ２２，９４０人（２０１４年現在）
２０１４カルチャーナイト コンサート
ふだん見えないものが見られる
ふだん聞けないものが聞こえる
ふだん行けないところへ行ける
ふだん話せないことが話せる
北海道の短い夏の長い夜
カルチャーナイト
（１）本年のカルチャーナイト参加施設につ
いて
施設参加は，施設を夜間開放し，文化プログラムを実施する施設で，企画参加団体の
受け入れてくれているこの恭司の中心的な施設である。そして，この施設が積極的にこ
の事業に参加してくれることで，この行事は成り立っているのである。参加団体１０３団
体（会場）。
その１例をあげるならば
 札幌市民ギャラリ－
 HTBテレビ北海道
 カトリック北１条教会
 北ガスショールームサガテーテック
 サッポロファクトリー………………以下略 札幌市内に１０３会場
～みんなで札幌の夜を歌おう～
１０７
（２）企画参加団体は
映像・音楽などパフォーマンスやワークショップ等を行う団体が積極的に「集い」を
行い，この行事の内容的な充実や意義を高める団体である。
 CMF（札幌音楽の会）
 日本民話を語り伝える会
 KARIDOSCOPE
 札幌メールクワイヤー（合唱団）
 斎藤かすみオカリナ………………他２１団体～
あらゆるジャンルの演奏や民話・演習などが行われ，カルチャーナイトの花が開いた
ような夜になった。そこには子供からお年寄りまで，それぞれが皆が楽しく，好きな所
で，それぞれの夜を楽しんでいる。
（３）協賛団体 ６団体
 札幌地方検察庁
 札幌ユネスコ協会
 はまなすクラフト
 ミュージックギャラリー
 札幌方面西警察署・・・・・・・等 ６団体
これらの協賛団体は，集いの全体の支援や協力を惜しみなく進めていた。
全体が，内容の濃い，安全で楽しい行事になるように十分配慮されていた。
７．カルチャーナイトの「７つの要素」＜構成要素＞
楽しむ ……… 市民参加（鑑賞・体験・企画など）
誰でもが参加出来，新しい体験をしたり，新しく考え出したりする。
結 ぶ ……… ネットワークの形成（施設間・開催地域間など）
離れている施設や，地域が互いに結びついて，新しいものを作るなど。
創 る ……… 芸術文化発表の場（音楽・絵画・演劇など）
コンサートや展覧会・展示会などで，演奏や発表をするなど。
拓 く ……… 地域づくり，産業観光
地域づくりなどの活性化や新しい産業の開発や発展など。
育 む ……… 家族 コミュニティ きずなの形成
家族や近隣とのつながりの深化と拡充など。
支える ……… 民間と官庁の協働
あらゆる機関や団体が協力し合って進めて行くこと。
伝える ……… 地域独自の文化の発信・継承
郷土芸能や地域文化の発信や継承など。
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以上，上げた７つの要素がこの事業の中核となって進められてきているのである。
８．「すこやかアンサンブル」と「白い恋人パーク」
そこで，今年は「すこやかアンサンブル」が，前回のプログラムに代わって全体の推進を行
うこととした。そして「参加団体と参加施設」の連携は「すこやかアンサンブル」と，「白い
恋人パーク」が共に協力し，行事の実施をすることとなった。
「すこやかアンサンブル」は， 田研究室（生涯学習）内にある学生音楽愛好グループであ
る。日頃から地域活動には協力的であり，今年もカルチャーナイト「コンサート」の，中心的
な協力者であり，当日も，企画参加団体として十分その腕を振るって貰った。
「白い恋人パーク」（札幌市西区宮の沢２丁目）は，西区にある製菓会社で，カルチャーナ
イトの「施設参加」の会社である。北海道や札幌市を代表するような確かな営業と立派な製品
づくりで，名を馳せている会社である。
カルチャーナイトでは，団体同士の結びつきが大きな要素の一つでもあり，その事例として
「団体（グループ）」と「企業（「白い恋人」パーク）」として，「カルチャーナイト１００番目」
の企画参加団体であり参加施設となったのである
（１）すこやかアンサンブルの活躍（ 田研究室）
北翔大学（ 田研究室）から堀田恭平・木元望（のぞみ）（４年）を中心にプログラ
ムは進められた。事業推進の二人はメタルフォーンの演奏者及びとして楽器の演奏
をして，音楽の全体をリードする演奏を担当した。そして，このコンサートの全体指導
及び写真等記録は 田により行われた。また全体推進と運営等は共同で進められたコン
サートとなり演奏された。
平成１３年のカルチャーナイトから，１０年が経過し，そしてその歩みも決して華々しい
札幌市内カルチャーナイト演奏風景 「白い恋人パーク」にて
１０９
ものではないが，発足のときからみて，カルチャーナイトを取り巻く環境も体制も次第
に変化して来ている。しかし，その目的もねらいも変わることなく，ゆっくりと流れて
来ているのである。こういう地域・風土に根ざした動きは，長く時間をかけて育成して
いくものであるから，長い目でその行く末を見守ってゆく必要がある。
クリスマス，聖バレンタインデー・ハローウィーン・などの様に，その季節，その日
が来て，人々は集まり，語り，歌い，飲んで祝って来ている。
また，運営面では，カルチャーナイト」の目指すものとして次にあげる。
 公共施設や文化施設，民間施設を夜間に開放して，市民や観光客が，地域の文化を楽
しむという行事である。
 参加施設は，その施設の専門分野や特色を生かした文化的な催しをすることとし，そ
の日のためにその施設を開放する。
 市民と企業と行政が協同して創る，北海道の地域文化活動である。
（２）札幌市内のカルチャーナイト 「白い恋人」パーク」
 施設一部一般夜間開放
ア．蓄音機のミニコンサート ……… 童謡や歌曲など楽しく鑑賞した。
イ．なぞなぞラリー ………………… 館内掲示のなぞなぞを解く。
ウ．音の聴き比べと糸電話体験 …… 音の出る仕組みを理解し，身近なものを使って
聴き比べ，親子や兄弟でペアになり実験をして
いた。
コンサート前の時間は一般開放で，楽しいレコードによるミニコンサートが行われて，
大変好評だった。またなぞなぞラリーでも，子ども達の声であふれていた。
 カルチャーナイト コンサート
＜当日のプログラム＞
ア．時計台の鐘 高階 哲夫 作詞・作曲
当日のオープニングには，やはりこの曲が最もふさわしい曲として選曲された。こ
の曲を歌いながら市民としての意識を高められてきた。
イ．ふるさと 高野 辰之 作詞 岡野 貞一 作曲
老人から子供まで，みんなが知っている歌なので，大きな声で楽しく歌っていた。
ウ．赤い靴 野口 雨情 作詞 本居 長世 作曲
「札幌で生まれた歌」として歌われた。作詞の野口雨情が札幌におられたことがあ
り，その時に詩を書かれたものが，本居長世作曲で後に広く歌われるようになったう
たである。歌い継がれている曲である。
エ．コキリコ節 富山県民謡
この歌は富山県の民謡であるが，北海道開拓のために移住してきた開拓団に富山県
から来た五箇山地域（沼田町）があり，夜高あんどん祭り等共にその繋がりの深い所
 田：生涯学習の具体的展開（２）１１０
から，この歌を取り上げている。
オ．宮の沢音頭 村井 俊博 作詞・作曲
宮の沢地域に古くから伝わっているという歌や民謡は無い。新興都市であり振興地
域であることから，伝統的なものは無いが，無ければ自分たちの手で作って行こうと
いう意欲のあふれた街でもある。
カルチャーナイト演奏紹介「白い恋人パーク」担当者より
１１１
宮の沢音頭（楽譜・歌詞）
 田：生涯学習の具体的展開（２）１１２
 おわりに
「大学と地域の連携」は，今日，種々の場面で見られるようになってきているが，更に結び
つきや連携の仕方が多様になって来る。今回，ここにあげたのは，あくまでもその一事例に過
ぎないし，「生涯学習」が，本当に一般化し深化するには，更にもっと時間がかかるものと思
われる。前テーマであった「生涯学習と薔薇づくり」（研究紀要１４号）でもそうであったよう
に，人が一生涯をかけて取り組んで始めて成り立つ学問であるだけに，そこに要する時間は必
要である。
カルチャーナイトも始まってまだ１０余年であり，人々の心や地域にしっかり根付くには，
そして，それが地域の習慣や伝統になって行くためには，まだ時間や歴史を積み重ねて行かね
ばならない。広く市民に行き渡り，他の地域行事と同じように，更に「地域づくり」や「生涯
学習」の推進に発展するよう期待したい。
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